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月
行
事
予
定
表

　
「
幸
運
の
女
神
は
準
備
を
整

え
た
人
に
だ
け
微
笑
む
」　

今
年
の
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞

は
、
青
色
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド

（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）
の
開
発
に
功
績
の
あ

った
赤
崎
・
天
野
・中
村
の
三
氏
に
決
定
し
た
。

　
青
色
の
実
用
化
に
よ
り
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
優
れ
た
性

能
は
、
照
明
な
ど
工
業
製
品
へ
の
応
用
範
囲
が

劇
的
に
拡
が
り
、
人
類
へ
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

　
赤
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
は
、
　
年
代
初
め
に
発
明
さ
れ
た

が
、
青
色
の
開
発
は
困
難
を
極
め
た
。
ほ
と
ん
ど

の
研
究
者
が
見
切
り
を
つ
け
る
中
、
本
県
出
身

の
赤
崎
勇
教
授
は
、
十
数
年
も
諦
め
ず
に
窒
化

ガ
リ
ウ
ム
の
結
晶
作
り
を
続
け
て
い
た
。
あ
る
日
、

赤
崎
研
究
室
の
　
歳
の
大
学
院
生
天
野
さ
ん
に
、

突
然
幸
運
の
女
神
が
微
笑
ん
だ
。
結
晶
を
作
る

電
気
炉
が
壊
れ
て
い
た
の
が
幸
い
し
て
、
偶
然
き

れ
い
な
結
晶
が
で
き
た
の
だ
。

　
実
は
失
敗
の
中
か
ら
大
発
見
を
し
た
偶
然
は

他
に
も
あ
る
。
２
０
０
０
年
化
学
賞
の
白
川
教

授
は
、
触
媒
を
千
倍
も
加
え
た
実
験
ミ
ス
で
、

電
気
を
通
す
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
開
発
し
た
。
ま
た

田
中
研
究
員
は
、
間
違
っ
て
混
ぜ
て
し
ま
っ
た
グ

リ
セ
リ
ン
と
コ
バ
ル
ト
が
、
極
微
量
の
タ
ン
パ
ク
質

の
分
析
を
可
能
に
し
、
２
０
０
２
年
の
化
学
賞
に

輝
い
た
。
こ
れ
ら
の
偶
然
は
、
失
敗
を
繰
り
返
し

な
が
ら
成
功
を
目
指
す
粘
り
強
さ
が
生
ん
だ

必
然
だ
。

　
研
究
や
技
術
開
発
だ
け
で
は
な
い
。
人
生
は

好
き
な
こ
と
を
や
っ
て
い
て
も
、
小
さ
な
壁
、
大

き
な
壁
の
繰
り
返
し
だ
。
そ
れ
は
暗
闇
の
中
で

一
筋
の
光
を
信
じ
て
進
む
孤
独
な
戦
い
で
も
あ

る
。
苦
し
く
て
「
も
う
だ
め
だ
」
と
諦
め
て
し
ま

う
の
か
、
「
も
う
一
踏
ん
張
り
」
と
ぎ
り
ぎ
り
頑

張
れ
る
か
で
、
人
生
が
変
わ
る
。
光
を
手
に
入
れ

ら
れ
る
。

　
高
校
生
活
は
「
も
う
一
踏
ん
張
り
」
を
訓
練
す

る
場
で
も
あ
る
。
勉
強
や
練
習
に
励
み
、
勝
負
の

時
に
最
大
限
の
力
を
発
揮
す
る
。
そ
し
て
ま
た
、

反
省
の
上
、
や
り
方
を
修
正
し
挑
む
。
諸
君
に

は
、
ひ
た
む
き
さ
や
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
信
じ
て

進
む
人
間
に
成
長
し
て
欲
し
い
。

　
天
は
等
し
く
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
る
が
、
謙
虚
な

努
力
と
準
備
を
整
え
た
者
に
し
か
、
成
功
の
偶

然
は
な
い
。
女
神
の
微
笑
み
も
な
い
。 
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土
　
進
研
模
試
（１
・
２
年
普
）�

日
　
進
研
模
試
（２
年
普
）

月
　
文
化
の
日�

火
　
Ｌ
Ｈ
Ｒ
↓
せ
り
よ
さ

水木金
　
運
営
委
員
会

土
　
進
研
マ
ー
ク
（３
普
）
・英
検
２
次

日
　
進
研
マ
ー
ク
（３
普
）

　
　 

開
陽
ス
ク
ー
リ
ン
グ

　
　 

珠
算
・
電
卓
実
務
検
定

月
　
全
校
朝
礼
（服
装
容
儀
検
査
）

　
　 

安
全
点
検
日

　
　 

３
役
会
（
同
窓
会
）　
校
長
室
　 

～

　
　 

地
域
へ
の
授
業
公
開
（
～
　 

日
）

火水
　
鹿
児
島
交
響
楽
団
コ
ン
サ
ー
ト(

　  

～  

　)

　 

　
学
年
会

木
　
保
健
講
話
（　  

～
　 

体
育
館
）

　
　 

３
限
～
　 

分
授
業

金
　
職
員
会
議

土
　
土
曜
課
外

　
　 

大
島
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
会

日
　
日
商
簿
記
検
定

　
　 

開
陽
ス
ク
ー
リ
ン
グ

月
　
１
・
２
年
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
　 

２
年
修
学
旅
行
説
明
会
（５
限
）

　
　 

１
年
文
理
選
択
説
明
会
（５
・
７
限
）

　
　 

Ｐ
Ｔ
Ａ
・生
徒
携
帯
講
演
会
　

　
　 

交
通
安
全
の
日

火
　
学
年
朝
礼

水
　
中
高
連
絡
会

木金土
　
代
々
木
マ
ー
ク
（３
普
）

日
　
代
々
木
マ
ー
ク
（３
普
）

　
　 

ビ
ジ
ネ
ス
文
書
実
務
検
定

　
　 

勤
労
感
謝
の
日

月
　
振
替
休
日

火
　
期
末
考
査
①

水
　
期
末
考
査
② 

　
沖
高
振
興
協
議
会

 

　
　
学
校
関
係
者
評
価
委
員
会

木
　
期
末
考
査
③
　
３
年
模
試
検
討
会

金
　
期
末
考
査
④
　
防
災
訓
練

土日
　
開
陽
ス
ク
ー
リ
ン
グ

た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
信
じ
て 

　
　
　
校
長
　
福
迫 

真
見

-

　
私
た
ち
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
は
、
男
子
３
名
、
女
子

　
名
、
計
　
名
で
活
動
し
て
い
る
。
顧
問
の
大
迫
・
田

代
・
太
田
・
真
子
先
生
の
も
と
、
日
々
練
習
を
頑
張

っ
て
い
る
。
９
月
に
行
わ
れ
た
地
区
大
会
で
、
女
子

は
団
体
２
連
覇
を
達
成
で
き
、
個
人
で
も
上
位
に

入
賞
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
男
子
は
、
個
人
で
優

勝
は
で
き
な
か
った
が
、
今
後
の
目
標
が
見
つ
か
った
。

　
県
の
新
人
戦
で
は
、
女
子
は
団
体
ベ
ス
ト
　
、
個

人
戦
で
は
一
人
ひ
と
り
が
上
位
を
目
指
し
、
男
子

は
個
人
戦
の

み
の
出
場
だ

が
、
自
分
た

ち
の
ベ
ス
ト
を

尽
く
し
た
い
。

　
沖
高
ら
し

い
元
気
な
プ

レ
ー
を
、
県

大
会
で
も
発

揮
で
き
る
よ

う
に
頑
張
り

た
い
。

３
年
３
組
紹
介
（
委
員
長
　
粟
田
良
樹
）

19:00
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地
区
大
会
優
勝
お
め
で
と
う
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３
年
３
組
は
男
子
　
名 

、
女
子
が
　
名
、
計
　
名

の
と
て
も
元
気
が
あ
り
、
活
発
な
ク
ラ
ス
だ
。
３
年

に
な
っ
て
進
路
意
識
が
高
ま
り
、
以
前
よ
り
学
習

や
生
活
態
度
が
真
剣
に
な
っ
て
き
た
。
ク
ラ
ス
マ
ッ

チ
や
文
化
祭
等
の
行
事
で
は
、
持
ち
前
の
高
い
団

結
力
を
発
揮
し
、
成
功
へ
と
導
い
た
。
現
在
は
本
田

先
生
と
吉
松
先
生
の
指
導
の
下
、
進
路
実
現
に
向

け
て
日
々
励
ん
で
い
る
。

商
業
科
に
は
就
職
の

イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
が
、

約
半
分
が
進
学
だ
。

入
学
し
て
か
ら
一
生

懸
命
勉
強
し
、
取
得

し
て
き
た
検
定
を
武

器
に
、
進
路
の
実
現

に
向
け
て
一
歩
ず
つ

歩
み
出
し
て
い
る
。
残

り
少
な
い
学
校
生
活

を
有
意
義
に
過
ご
し
、

行
事
や
検
定
試
験
等

に
も
積
極
的
に
挑
戦

し
て
い
き
た
い
。 

10

校
内
弁
論
大
会

　
日
頃
の
生
活
や
体
験
を
通
し
て
気
づ
き
、
考
え

た
こ
と
を
生
徒
の
前
で
述
べ
る
「
第
　
回
校
内
弁
論

大
会
」
が
　
日
に
行
わ
れ
た
。
各
ク
ラ
ス
か
ら
選
出

さ
れ
た
９
名
の
弁
士
が
様

々
な
考
え
、
意
見
を
発
表

し
て
く
れ
た
。

　｢

夢｣

や｢

命｣

、｢

平
和｣
、

｢

沖
永
良
部
島
の
こ
と｣
な

ど
、
様
々
な
演
題
で
の
熱

弁
に
心
は
揺
れ
動
き
、
体

育
館
全
体
が
感
動
に
包

ま
れ
た
。
生
徒
た
ち
も
各

弁
士
の
そ
の
堂
々
た
る
姿

と
考
え
に
触
れ
、
新
し
い

発
見
を
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　
大
会
担
当
者
と
し
て
思

った
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は

言
葉
の
力
の
偉
大
さ
だ
。
言
葉
の
力
は
、
自
分
の

意
見
を
人
に
伝
え
る
力
だ
と
思
う
。
そ
し
て
、
伝

わ
っ
た
人
の
心
を
揺
さ
ぶ
り
、
問
い
か
け
る
の
だ
。

「せりよさ」は沖永良部島の古名

性
教
育
講
演
会
「デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
に
つ
い
て
」( 

　 

／ 

　 )

｡

｡

｡

｡

　
　
月
８
日(

水)

、
沖
永
良
部
警
察
署
交
通
課
長

に
お
越
し
い
た
だ
き
交
通
安
全
教
室
が
行
わ
れ
た
。

今
回
は
、
交
通
課
長
の
講
話
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
原
付
の

正
し
い
乗
り
方
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
最
近
は1

年
生

も
原
付
免
許
を
取
得
し
、
沖
高
生
の
ほ
と
ん
ど
が

原
付
通
学
を
し
て
い
る
。
自
分
の
身
近
な
乗
り
物

で
も
あ
り
、
生
徒
た
ち
も
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
講
話
に
真
剣

に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

　
こ
の
教
室
を
通
し
て
、
自
動
車
目
線
か
ら
の
原

付
の
姿
、
原
付
目
線
で
の
死
角
、
乗
る
上
で
の
注

意
点
な
ど
、
原
付
を
使
用
す
る
上
で
の
危
険
性
を

再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
校
生
徒
も
指
導

を
受
け
る
こ
と
が
あ
る
一
時
停
止
は
も
と
よ
り
、

　
ち
ょ
っと
、
お
さ
ら
い
し
て
み
よ
う
。

①
「
Ｄ
Ｖ
」
に
は
身
体
的
暴
力

　 

の
他
に
ど
ん
な
暴
力
が
あ

　 

る
？

②
約
束
の
時
間
に
友
達
が
遅

　 

れ
て
き
た
！

　 

こ
ん
な
時
は
「
Ｙ
Ｏ
Ｕ
メ
ッ

　 

セ
ー
ジ
」で
は
な
く
何
メ
ッ

　 

セ
ー
ジ
？

③
中
絶
が
で
き
る
の
は
妊
娠

　 

何
週
目
ま
で
？

④
レ
イ
プ
の
加
害
者
が
、
実
は
被
害
者
の
知
って
い
る

　 

人
だ
った
と
い
う
割
合
は
？

⑤
あ
な
た
が
知
っ
て
い
た
性
に
関
す
る
情
報
の
中
で
、

　 

間
違
って
い
た
り
勘
違
い
し
て
い
た
も
の
は
何
個
？

　
ど
う
だ
ろ
う
？
ち
ゃ
ん
と
答
え
ら
れ
た
だ
ろ
う
か
？

当
日
配
ら
れ
た
「
あ
な
た
の
コ
コ
ロ
と
カ
ラ
ダ
を
大
切

に
」
に
、
谷
崎
和
代
先
生
（
鹿
児
島
県
男
女
共
同
参

24
60

14

画
セ
ン
タ
ー
）
の
講
演
内
容
が
分
か
り
や
す
く
ま

と
め
て
あ
る
の
で
、
も
う
一
度
読
み
直
し
て
み
よ
う
。

　
さ
て
、
み
な
さ
ん
が
書
い
た
感
想
を
読
む
と
、
真

っ
直
ぐ
に
先
生
の
お
話
を
受
け
止
め
て
く
れ
た
こ

と
が
分
か
る
。
「
自
分
は
Ｙ
Ｏ
Ｕ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
使

う
こ
と
が
多
か
っ
た
な
あ
…
。
」
と
自
分
を
ふ
り
返

っ
た
り
、
「
自
分
を
大
切
に
す
る
こ
と
が
他
の
人
も

大
切
に
す
る
こ
と
に
な
る
ん
だ
。
」と
気
が
つ
い
た
り
。

そ
れ
か
ら
、
「
も
し
、
友
達
が
勇
気
を
出
し
て
自

分
に
相
談
し
て
く
れ
た
時
に
は
、
最
後
ま
で
ち
ゃ

ん
と
話
を
聞
き
、
『
あ
な
た
は
何
も
悪
く
な
い
』
と

言
って
あ
げ
た
い
。
」と
書
い
て
く
れ
た
人
も
い
た
。

　
「
自
分
の
気
持
ち
を
大
切
に
す
る
。
」

　
「
い
ろ
ん
な
考
え
が
あ
って
い
い
。
」

　
「
大
事
な
こ
と
は
、
し
っか
り
話
そ
う
。
」

　
多
く
の
情
報
が
あ
ふ
れ
る
現
代
。
便
利
な
よ
う

で
そ
れ
ら
に
振
り
回
さ
れ
て
し
ま
って
い
る
自
分
。

ど
う
す
れ
ば
自
分
や
周
り
の
人
を
大
切
に
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
か
、
そ
れ
を
考
え
る
ヒ
ン
ト
を
先
生

か
ら
も
ら
った
講
演
会
だ
った
。

　
　
　
生
徒
会
文
化
部
長
　
東
山 

永
夢

「
君
は
ど
う
思
う
だ
ろ
う
か
？
」
と
。
そ
う
し
て
、

言
葉
に
問
わ
れ
て
考
え
、
自
分
の
意
見
が
生
ま
れ
、

人
を
感
動
の
輪
の
中
に
誘
い
込
ん
で
い
く
。

　
各
弁
士
の
弁
論
を
聞
き
な
が
ら
、
素
直
に
感
動

し
、
改
め
て
言
葉
の
力
の
強
さ
と
厚
み
を
感
じ
た
。

そ
の
一
方
で
、
表
情
や
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
な
ど
も
、
言

葉
の
強
さ
や
厚
み
を
助
け
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と

を
感
じ
た
。
昨
年
は
放
送
に
よ
る
大
会
だ
っ
た
の

で
、
言
葉
だ
け
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
感
じ
取
る
必
要

が
あ
った
が
、
今
回
は
そ
れ
に
他
の
要
素
も
加
わ
っ

た
こ
と
で
、
弁
士
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
り
鮮
明
に
感

じ
取
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
体
育
館
で
の
開
催
は
２
年
ぶ
り
だ
っ
た
の
で
、
上

手
く
い
く
か
心
配
だ
っ
た
が
、
文
化
委
員
の
皆
が

積
極
的
に
協
力
し
て
く
れ
て
、
無
事
成
功
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
た
。

　
こ
の
弁
論
大
会
で
、
弁
士
・
役
員
・
聴
衆
と
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
学
べ
た
こ
と
は
多
い
。
そ
れ
を
今

後
の
学
校
生
活
に
活
か
し
て
い
き
た
い
。

　
審
査
の
結
果
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　 
最
優
秀
賞
　
山
田
優
希
（曾
祖
父
の
死
を
通
し
て
）

　 

優
秀
賞
　
　 

奥
間 

　
司
（家
族
の
大
切
さ
）　

　 

　 

〃
　
　
　
　
大
吉
憲
明
（ｎ
ｏ
　
ｍ
ｏ
ｒ
ｅ
　
コ
ピ
ペ
）

交
通
安
全
教
室

運
転
す
る
際
に
は
「
車
が
く
る
　
か
も
し
れ
な
い
　
」

「
歩
行
者
が
飛
び
出
し
て
く
る
　
か
も
し
れ
な
い
　
」

と
い
う
「
か
も
し
れ
な
い
運
転
」
を
心
が
け
る
こ
と
が

大
切
だ
。

　 

原
付
は
気
軽
に
乗
れ
る
乗

り
物
で
あ
る
が
、
そ
の
分
油

断
し
や
す
い
一
面
も
あ
る
。

ち
ょ
っと
し
た
油
断
が
大
事

故
へ
と
つ
な
が
る
可
能
性
が

あ
る
事
を
、
忘
れ
な
い
で
ほ

し
い
。
交
通
マ
ナ
ー
や
車
体

の
整
備
な
ど
を
今
一
度
見

直
し
、
規
範
意
識
を
高
め

安
全
に
学
校
生
活
を
送
れ

る
よ
う
に
し
た
い
。
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バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
（
部
長
　
宗
村
真
寿
）
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